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^噂
｢どうしてここにいるのどうやってここに来たの｣

小田原女子短期大学伊原禎雄

?よじめ～こ

トウキョウサンショウウオは群馬県を除く関東地方と福島県および愛知県の一部の丘陵

地に分布しており生息地は不連続である.また,河川などは有尾類の分断要因となると考

えられるが,本種は,多摩川,利根川,鬼怒川などの両岸に生息する.

何故､不連続に分布しているのか,どうやって河川を渡り分布を広げたのか,現在の生

息地に共通する環境要因から生息地の不遵続の原因を考察するとともに､生息地への分散

過程を推測する.また､生息地の自然環境の特徴や餌となる動物の特徴から生活の場とし

ての林床の保全についても触れたい.

生､魯､地の地形的､地質的､気候的共通性

成田11978〕は,房総半島でのトウキョウサンショウウオの生息地が第三紀層と第四紀の

上総層群などの湧水が多い地層上に多いことに着目し,湧水を源とする池や湿地などの繁

殖水域の多さが本種の分布を左右していることを示唆した.また,三浦半島でも本種の分

布は地質的な水利事情に関係している可能性が指摘されている.多くの地質が共通する房

総半島や三浦半島では,本種の生息地と湧水を伴う地質の分布が共通することが示唆され､

ている.そこで現在までに知られている396箇所の生息地の地形,地質,気候を特徴づけ.惑蟹

てみた.すべての生息地は温帯に属しており,年間平均気温は13℃以上であった.地形の

8α5%が谷底面を伴う丘陵か起伏の低い山地で,これらの地形の地質として砂岩層と泥岩.
層との互相や断層が共通してみられた.こうした地質構造は,地下水が多く,所々に湧水

を出す類似した特徴を持つ.これらの繕栗から､トウキョウサンショウウオの分布は,主

に地下水の浸潤により年間を通して多湿な環境が維持された谷底面を伴う丘陵地や起伏の

低い山地の分布と一致することが明らかとなった.夏季の暑さや冬季の乾燥が著しい関東

地方で,本種が生息していくには,年間を通し湿性が維持された環境が必要なのであろう.

分着交i画禾呈σ)言送

本種の分布が湿潤性が高い地域と一致することは,本種が各生息地に進出していく過程

で湿潤性の高い環境が連続していなけれぱならなかったことを示唆する.中部地方との地

形的な連続性が保たれていたとみられる600万年前までに関東山地,もしくはその付近に

まで本種は進出していたと見られる.当時,これより東には浅海が広がっており,本種の

東進を阻んでいたとみられる.

その後,300万年前から始まる関東造盆地運動によって関東山地はより高く隆起してし

まい生息環境としては不適になるが,関東造盆地運動は同時に関東平野の縁にあたる地域,

関東山地,足尾山地,八溝山地などの山地帯の間や三浦半島,房総半島を一様に隆起させ,

同質の地質構造でできた小起伏山地や丘陵地を形成させたことか今,本種はこれらの地域
を伝って分布を広げたものと考えられる.

また､一般に匠陵地や小起伏山地を流れる河川では頻繁に洞道の争奪が起こり,河道の



移動が繰り返され,略奪された河川の河道は,縮小したり消滅したりするので,当時のこ

うした地形上の河川は､本種の分布拡大を阻害する決定的な要因ではなかったとみられる.

しかしながら,その後も造盆地運動が継続したことにより後背の山地がより急峻に隆起

レ河川の勢いが増したり,間氷期には内陸まで海が進人してきたことで,多くの丘陵地

や小起伏山地が浸食または開析されてしてしまい,本種の生息地は現在のように不運続に

なったと考える.

選択的な食性

三浦半島の横須賀市津久井･長沢地区,野比地区,山中地区にて1995年～1999年にかけ

て捕獲調査を実施し,津久井･長沢地区で30個体,野比地区で25個体,山中地区で16個体

を捕獲し,麻酔を用いた胃内洗浄法により胃内容物の採取を行うとともに,各調査地の土

壌動物を定量的に採取し,大型土壌動物の組成を調査した.この繕栗,トウキョウサンショ

ウウオの胃内容物として津久井･長沢地区では,ワラジムシ類,ヨコエビ目,ジムカデ目,

イシムカデ目などが良く捕食されており,また,野比地区および山中地区では,フナムシ

類,クモ目,ヤスデ類,イシムカデ目などが良く捕食されていた.捕食の全般的な傾向と

して,生息地の土壌動物の中でも大型な動物が捕食される傾向が示唆された.また,土壌

動物の生息地での個体数割合と胃から検出した個体数割合を比較すると,ワラジムシ類や

フナムシ類は,圏囲の個体数割合よりも多く捕食されていたことが判明した.さらに,捕

食の対象となった特定の動物群の個体のなかで,より大型の個体を捕食する傾向も認めら

れた.これらの結果から,本種は,特定の動物群の大型の個体を選択して捕食しているこ

とが明らかであった...､に

じ'ゾ

{果全へσ)韮是一…章

これまで,両棲類の保護では,産卵地とされる水域の保全のみに関心が偏ってきた.し

かし,本種の分布が地質的に湿潤な構造を持っ断層や泥岩と砂岩の互層などが認められる

場所に限られることから,カエル類より保水能力の劣る本種が,夏期には気温が35℃を越

し,また,冬期には乾燥が著しくなる関東地方や福島県の丘陵地で適正な体温や体水分を

維持していくには,絶えず湿潤な土壌環境が維持されていることが必要不可欠であること

が示唆される.したがって,開発においては,土壌の湿度を高める地下水の凄み出しを遮

るような施工を回避しなければならない.さらに,地表の保湿のためには,直射日光を遮

る林冠が発達した樹林や地表を被覆する落葉層の存在などが重要であり,そうした,落ち

葉や倒木は,本種の潜伏場所を提供するとともに餌として選択的に捕食される特定の土壌

動物の確保のために必要不可欠であると見られる.開発時もしくは開発後の餌となる特定

の動物の確保について,表土保全などの既存の土木工法は,土壌動物の保全に有効ではな

いとされることから,現時点では,できるだけ林床環境の改変を少なくすることが必要で

ある.また,代償地の創出においては,サンショウウオの分布を調べるだけでなく,林床

の湿潤の程度や餌となる動物の質や量をも観察することが必要であると考える.

成田篤彦,1978.房総半島におけるトウキョウサンショウウオ価ynobiusnebulosusto

kyoensis〕の分布について(房総半島のトウキョウサンショウウオ).干葉生物誌,27:9

2-101.
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愛知県尾張地区めトウキョウサンショウウオ
尾張サンショウウオ研究会藤谷武史

現在愛知県にはトウキョウサンショウウオの生息地区が大きく分けて､知多半島地区､

渥美半島地区､名古屋市東部丘陵地周辺地区の3カ所ある｡これらの生息場所は本来連続

的なものであったと思われるが､都市化などの影響で分断されたと≡思われる｡これらの生

息区の中でも環境変化に伴うトウキョウサンショウウオの減少は未だ進行しており､特に

近年では開発による短期間での大量消失が問題になっている｡その中で名古屋市東部丘陵

地周辺地区(以後尾張地区と記す)の生息地減少も著しく､しかも愛知県下の中でも最も｡

調査が進んでいないと思われる｡さらに､分類学的にも本県のトウキョウサンショウウオ

は､カスミサンショウウオに近いとされ､学術的にも非常に貴重であると思われる｡それ

らの事から本県尾張地区の生息調査を重要と考え､ユ999年に尾張サンショウウオ研究会を

発足させ､地元の自然観察指導員を中心に生息数調査を行った｡

調査は尾張地区で､2000年､2001年の繁殖期である2月～4月に卵嚢の確認を中心に行っ

た｡確認された総卵嚢数は､2000年が401対(21カ所)､200工年が707対(30カ所)であっ

た｡2001年には前年に比べて9カ斬新たな産卵場が確認出来たが､50対ほど産卵する一カ

所を除げば､いずれも数対から十数対の場所ばかりで､産卵数が前年より300対以上増え
詳L

)ているのは､200対以上産卵する一カ所での観察精度の誤差によるものであり､新たに有

数な産卵場所の発見によるものではない｡そして､2001年の調査にて50対以上産卵が確認

された場所はわずか3カ所で､数対から十数対の場所が全体の半分以上を占める19カ所で

あった｡これは産卵場所の減少のみならず､一産卵場所の生息密度低下も著しい結果となっ

た｡さらに今回の調査で259対確認された産卵場所の開発が決定されている｡今回本地区

での調査で､トウキョウサンショウウオが非常に危機的状況になっている事が明らかにな

り､保護対策も急務であると考えられる｡その中で､実際に行った保全策や､一カ所の産

卵地での3年間の生態調査などをまじえて発表する｡
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町田市のトウキョウサンショウウオ分布空白域調査について
トウキョウサンショウウオ研究会塩谷暢生､山崎登志樹

～まじめ～こ

多摩丘陵は東京都の5市(八王子市､町田市､日野市､多摩市､稲城市)にまたがって

いるが､多摩ニュｰタウンなどの開発にさらされて少なくなっている｡都心に近い日野市､

多摩市はトウキョウサンショウウオの生存に必要な雑木林と湧水の2点セットが存在する

自然丘陵(一般にこれを谷戸と呼んでいる)は消滅に近い状態といっても過言ではない｡

八王子市(旧由木村､旧由井村の地域)､稲城市も多摩ニュｰタウン区域内にあるので､

開発が進行中で丘陵がどんどん崩され､湧水量も少なくなっている｡その中で交通が不便

な町田市西部にはまだトウキョウサンショウウオの生息に適している大きな谷戸がたくさ
ん残っている｡

しかしトウキョウサンショウウオの生息に関しては､確かな生息情報がない上､きちん

とした調査資料も見当たらない状況にある｡そこで､トウキョウサンショウウオ研究会で

は､2年計画で町田市の生息調査を実施した｡調査はトウキョウサンショウウオ研究会メ

ンバｰが中心となり､1998年に文献調査および瞳き取り調査(研究者､自然保護関係

者､地元住民)を行い､翌1999年の産卵期に主要な谷戸の実地調査を行った｡
､一

緒栗はいずれの調査でも生息を確認できなかった｡

松

調査結果概要

1.文献調査

･生息を確認した文献は見出せなかった｡

･主な文献町田市内生物生息目録(都立町田高校)

多摩丘陵学自然論町田市民大学(町田市教育委員会)

2.研究者･自然保護関係者に対する聴き取り調査

･生息情報は得られなかった｡

･自然保護関係者については､町田市を主なフィｰルドとしている人を中心に面接や竃
語で聴取した｡

3.地元住民に対する聴き取り調査

･生息情報は得られなかった｡

･聴き取り方法:昭和初期に地元に生まれ育ったと思われる10人に面接し､卵qうの
カラｰ写真を見せて聴取した｡しかし､多摩丘陵地域においてはこの方法は信頼性が

必ずも高いとは云えない｡それは多摩丘陵で現在生息が確認されている地域でさえ､

昔からの住民(元農民)に聴取してもトウキョウサンショウウオを知っている人は殆

どいないし､見たこともないという人が多いという事実による｡多摩丘陵ではトウキョ



ウザンショウウオに名前(方言名)さえっいていないし､食べていた事もないようで
ある｡

つまり地元民には何の役にも立たなかったので関心は極めて低く､目にも入らぬ虫け
ら､多分､卵のうを見ても変な形をしたカエルの卵程度の認識だったのではなかろう
か｡多摩丘陵における最初のトウキョウサンショウウオ生息確認記録は今から約30
年前の昭和47年(1972年)､故金井郁夫氏によるのものと思われ､この時は既
に多摩ニュｰタウン建設による谷戸の破壊が始まっていた｡それでこの頃から地元住
民も保護の観点からトウキョウサンショウウオを意識し始めたのである｡つい最近の
2000年にも自分が所有している畑の湧水場所にトウキョウサンショウウオが産卵
している事実を知らなかった上､それがトウキョウサンショウウオの卵のうであるこ
とも知らなかったという例さえある｡

4.実地調査

･トウキョウサンショウウ才の産卵期に主な谷戸14個所を調査したが､卵のうは発見
できなかった｡

調査方法

調査者トウキョウサンショウウオ研究会のメンバｰ6人(3年以上の生息調査
経験者)が中心となり､ボランティアが参加｡メンバｰは毎回2人以上
参加｡

づ㍗鴛二･一嘉と山石1
聴き取り調査などからトウキョウサンショウウオの生息に適した環境が残っていると思

われる地域･谷戸を選んだ｡その結果､調査地域は町田市西部で､湧水が蔓な谷戸がまだ

たくさん残っている境川や鶴見川の源流域とし､14谷戸を4日かけて調査した｡町田市

では､谷戸の表現法は多様で､谷(ヤトと詰む)､入､沢､久保(窪)などと記される｡

相原町地域(7谷戸)

大地沢境川の源流域で町田市の西端､関東山地と多摩丘陵の境界地域｡

ヤマアカガエル､ヒキガエルの卵塊

宝沢神奈川県城山町に続く谷戸

タゴガエルの鳴き声､田んぼでイノシシの泥浴び

段本入タゴガエルの卵塊､イノシシが栗林でミミズ掘り

権現谷ホタル､ガビチョウ生息｡田んぼでイノシシの泥浴び(夜間に約6頭が

出没)

海ノ木沢養鶏場の汚水が川に入っている可能性あり

ヒキガエルの卵塊､ヤマアカガエル成体

中ガ谷戸人手がかなりはいり､公園化している｡

?谷戸国道16号バイパス束(京王御殿山ゴルフ練習場南西)の戸であるが､



乾燥化が進み､湧水がなくなっている｡

小山町地域一(1谷戸)

小田切谷戸都立小山内裏公園内の谷戸であるが手が入っていない｡

ホトケドジョウ､カワニナが生息｡イチリンソウ､キツネノカミソリの

群落

上小山田町地域(1谷戸)

田中谷戸鶴見川源流湧水近くの谷戸

オタマジャクシ､カワニナ､サワガニが生息

下小山田町地域(3谷戸)

西山中非常に奥行きの深い谷戸

シュレｰゲルアオガエル(多数)､ドジョウ､キジ､ガビチョウ生息

小山田緑地第2とんぼ池一帯

シュレｰゲルアオガエル(多数)､トウキョウダルマガエル､

オタマジャクシ(各種)､タイコウチ(4匹)が生息

滝ケ谷乾燥化していて湧水がほとんどない｡

小野路町地域(2谷戸)
㍍

大大久保'奥行きのある谷戸で､湧水豊富､工作中の田が多い｡

ドジョウ､カワニナ､オタマジャクシ生息

万松寺谷図師小野路歴史環境保全地域33.2haの一画で､地元住により保全､

管理されている｡

オタマジャクシ､シュレｰゲルアオガエル､キジ､ガビチョウが生息

以上



2002022三一1面me町･叩竈川111dyo川iur･トljEnヨ皿,阯胞N仙1小hi副｡正}

第4回トウキョウサンショワウオ･三ノンポジウム

r杣奈川帰内Φトウキ…■ウサンシ≡1ウウオΦ現状』

2002.2.23三浦半島自然誌研究会 御手洗望(みたらいのぞむ)

一.量溝拳農全体の現況

･1997{1-1･斉.､凋沓(木会1金[ll･ 大野〕～昨年度シンポで既報｡

く生息地一覧〉

火1㈹j..｣.川.1

り1二川■;

3､ト舳一

4.木{庭

俄独賀市5.1岬

b.芦名

7.&笠

8.武

9.津久井

m.

1〕.久ヰ寺

12.野比

13.峯山

14.前閉川

一V㌧一_一

〆'

クポ

て岳ゴ㌔
㌣パ㌻

ジ戸
∵
知“"

■998年㌧:本会賢などでσ爪ム調査､

継統調査地:2.1二舳i,llドu旧

4.木{庭(横国大付属}山崎氏:二jによる)

5.1川1､ビ.声宰I:浦γ島かんきょつ'ノォｰうムび)協力による〕

!1.､ド1､野比

i4.;舳州

※13.峯山.14.碗田川=9τ;i一には確認できなかったが､そ0)後､産卵を確認

※1.二戸山19.津久外,i伍長沢からの移植により定着した個体群との聞き取り確認｡(昨年概報)

※5一≡い…!,n.:進行,1｣ω閥発計画がある､計画が進むと繁殖地消失は必至｡

糸い.へり.横須賀リサｰチパｰクlYRP}による復元｡定着は未確,惚.

･2002句一.川u3年に全域一斉調査を南実施する予定｡
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2.本来生息していなかった地域への移樋の事例
幽榊･≡}冷然昧三ト

摩水小･し沢で観察;ミかピ･る鰯休耕岬;…･既鮒'1潔芋燃

文献および聞き取ニハ局幻､1よ一プ〔一秒柚かい'一どこから行わわたか解･')た.
簑酬顯

め''

一ノ

■■ ' ■

■ ■ ■

.･･'･鋒〆“}^山菩糧裏竜･

■

■

毒'･･'.!

む鴉臼

.叙村
一棚齢

炊､

ヒダ零土襲
撃･ブ

玉一=㌔､

3,開脚二僻い行われた移植の事例

YRP(横須賀リサｰチパｰク)地域11.久村産卵池:元･杉釜池(水辺公園)

研究開淀都市として.京浜急行指鉄株式会社によって行われた総面積58.8㌶の開発で､

平成91〔1川に4プ)｡土榊1は､〕二逓信関係の企薬などの研究所と徒宅などがある.

開薙に際し､半島でも最大:規模の十トンシ､ヨウウ才ρ)化息地〔ヰ)でもあつたr杉釜池(すが

まのいけ)jと1坪ばれていたため池や谷戸棚があったその谷プを含め､膨kな蜆模の土地改

革があ･)た･谷を埋め盛り一､をした11;二池をつくり･そ二をr水辺公園jとしている｡

1参考1h岬1〃榊.川〕.co.11rlyrP/elljUy!P･int｣lm)s一㎜izub巳.in剛)

幸野比や山町｣■司規模の悩i体群た'･･た}煙､われる｡94年着]=直前には､川卵嚢が確認､されている(大野｣.

調色6;ま当初(平成州二環境鐵響評倣書案)､高さ90Mぴ)超高層ビルが2棟錐ち､護岸された池

による水辺公園か計胸さわ=い一㌧市民や委員の努力などによって､ビ･レは低層になり分散され､

水辺公酬｡水際の処理ヤ'ノ'･一二｡､一グを兇■首1し､あの当時では珍しく表土保全をしている｡

一脈廻公■

ぎ･黎

∵恥華.群 ○

～伽も,

〈私ぐ蝉喜幾､
鈴し一J

r水辺工}鰯1敷地およ.ひ蝿必こ残された環境で,数～lo数卵嚢程度の産卵が観察され続けて

いる!榊手もあるが､改変された池(表二j二保全などによって復元した池〕南辺ではまだ定着は確.

認きが､ていない･:1ムヘｰ一ジ;二紹介されているrトウキョウサンショウウオσ､)水槽､1でσ)飼育渦体は

樹辺で1り採取による{一1ソ1グｰ1^.いろらしく､.圭たこれらσ､･･一部を復迂した池;二放逐しているらしい.

｢水辺一釧しり漉では､視杵､〃バスなどが観察され手1岬者のあり方の問題も多い｡


